
（様式１）
報道資料提供

提供日 6 年 2 月 14 日 （ 水 ）

発表事項
（タイトル）

要旨・経緯

広報ポイント

添付資料

担当課

添付資料1　はんなん海のゆりかご再生活動
添付資料2　授賞式チラシ
添付資料3　募集案内（国土交通省）

阪南市役所　未来創生部　シティプロモーション推進課
担当者　前田・重成・楠本　TEL　072-489-4510
なお、国土交通省及び一般財団法人みなと総合研究財団において、
プレス発表が行われます。

令和

「はんなん海の再生活動」が、第１回海の再生・ブルーインフラ賞
みなと総研賞を受賞

「全国海の再生・ブルーインフラ賞」
我が国の海辺空間の環境再生、普及啓発、青少年の育成のほか、ブ
ルーインフラ（藻場・干潟等及び生物共生型港湾構造物）の保全・
再生・創出を推進し、海辺の環境改善、地域社会の活性化、カーボ
ンニュートラル等に貢献する活動の実績と成果がある者の取組を称
えることで、我が国の経済・文化の中心である港湾の貴重な海辺空
間がより豊かに次世代に引き継がれること、また、カーボンニュー
トラルへの貢献を目的としたブルーインフラの拡大に寄与すること
を目的として、新しく創設されたもの。
主催：一般財団法人みなと総合研究財団、後援：国土交通省
大阪府下で唯一残された自然の藻場に広がる多様な生物生息場を貴
重な財産として、行政・市民・ＮＰＯ・企業等が協働で保全・活用
し、次世代へ継承する「はんなん海のゆりかご再生活動」が、「第
１回全国海の再生・ブルーインフラ賞　みなと総研賞」を受賞する
こととなりました。
授賞式は、２月19日13時より、オービックホール（大阪市中央区平
野町4-2-3　オービック御堂筋ビル２Ｆ）にて行われます。

2005年よりＮＰＯ法人により始まり、また、2009年小学校児童の夏
休みの自由研究がきっかけの一つとなった、阪南市域におけるアマ
モ場の保全・再生活動が、全国の海域及び沿岸域における環境再
生、普及啓発、青少年の育成のほか、ブルーインフラの保全・再
生・創出に向け取組む活動であり、社会貢献の実績と成果を有する
ものと認められたもの。


